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の 残存 を認め た ．前縦 隔の横紋筋 肉腫 は稀で あ り，

さ ら に 乳児 の alveo ］ar　type も稀 と思 われ る ．

5 ．胆汁性嘔吐を呈 した左後腹膜 巨大成熟奇形腫

　 の 1例

　　　　　 ih田　耕治，中村　晶俊，有馬　　透

　　　　　（北 九州市 立 医療セ ン タ
ー
　小 児外科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　東　　真弓

　　　　（九 州大学大学院医学研究院　小児外科）

　症 例 は 5 か 月女 児．在胎 36 週 0 日 に 帝王切 開

で 出 生 し，早産 お よ び低 1血糖で 当院 NICU に 4

生 日ま で 入院 以 後 当院小 児科で フ ォ ロ
ー

され，

哺乳後の 嘔吐 を認め る も体重増 加 は良好 で ，右鼠

径 ヘ ル ニ ア で 当科で も 2か 月時 よ りフ ォ ロ ーし て

い たが ，腹部所 見 に は異常 を認 め て い なか っ た．

5 か 月時に 嘔吐 は胆汁性 とな り，腹 単に て 左側腹

部の 巨大腫瘤陰影 と腸 管 ガ ス の 右 方へ の 圧排 像 を

認 め，エ コ
ー ・CT で は嚢胞成分 と充実 成分 が混

在 し た 径約 14cm の 後腹膜腫瘍が 認め られ た ．

左後腹膜奇形腫 の 診 断で 当科 に緊急入 院とな り，

腫瘍摘 出術 と右鼠径 ヘ ル ニ ア根治術 を施行 した，

腫瘍 は 病理 に て mature 　teratoma と確 定診 断 さ

れ ，術後 ／年 の 現在 まで再発 は認め て い な い ．

6 ，胆道閉鎖症根治術後 に肛門部胆管癌 を発症 し

　 た一例

　　　　　 ド野 wa　一．松藤 凡 加治 建

　　　　　村上 　研
一

，中 日　和彦，町頭 　成郎

　　　　　松 久保　眞，山下　達也，山 田　耕嗣

　　　　　　　　　　（鹿 児島大学病 院小 児外科）

　　　　　　　　　　　岡 島　 英 明，猪股 裕紀洋

　（熊本大学医学部附属病院小児外科 ・移植外科）

　　　　　畠中　敏郎．相良 　誠t ，山路 　尚久

　　　　　　　（鹿児島県立 大島病院消化器内科）

　症例 は 33歳 8 か 月 の 男性 ．58 生 日 に 他 院 に て

葛酋手術 を施行 され た．術後 は減黄 し，経過が 良

好 で あ っ た が 33 歳 8 か月時 よ り黄疸 が 出現 した

（血 清総 ビ リ ル ビ ン 値 16．9mg ／dL）．　 CT 上 肝 門

部 に Low 　density の 腫瘍が 見 ら れ た が 腫瘍切 除は

不能 と判断 し，肝移植の 適応 を含め 熊本大学病 院

に転院 とな っ た．同院 で 減黄 を行 っ た後，開腹 術

を行 っ た が，肝 門部の 腫瘍は トニ 指腸，膵頭部を

巻 き込 ん で お り，切除不能で あ っ た．また リ ン パ

節転移 もある こ とか ら肝移植の 不適応 と判断した．

画像 と腫瘍生検組織所 見 よ り clolangio 　carcinoma

と診 断され たが ，他 に 有効 な治療方法 もな く死亡

した．

7．肝未分化肉腫と鑑別 が困難で あ っ た間葉性過

　 誤腫 の 8歳女児例

　　　　 李　　光鐘，塚本　 千佳，岡島　英明

　　　　　　　　　　 阿 曽沼克弘，猪股 裕紀洋

　　　　　　　　　　　　（熊本大学　小 児外科）

　　　　　　　　　　　　　　　　 猪山　賢
一

　　　　　　　　　　　　　　　 （同　病理 部）

　　　　　　　　　　　　　　　　 水落　建輝

　　　　　　　　　　　　（久留 米大学　小児科）

【症例 ｝8 歳女児

【主訴】腹部腫瘤

【入院前経過】生来健康 ．6歳 頃両 親が L腹部膨

隆 に 気付 くも 「子供 だか ら」 と経過観察 8歳時

予 防接種の 際近医 にて腹部腫瘤指摘 され 前医受診．

肝移植 バ ッ ク ア ッ プ も念頭 に当院入院 となる．

【検査 結果】Echo で は肝左葉 中心 に 15　x　lOc 皿

大 の 境 界比 較 的明瞭で 内部 hetero な腫瘤 をみ と

め た，CT で は 隔壁 は不均
一

で
一

部充実性 の 造影

効果 もみ とめ た．MRI で は多 房性 嚢胞性病変 で

内容 は Tl　low，　 T2　high で あ っ た．　 AFP2 ．0，

CEAI ．O，　 CAI2513 ．L　CAI9 −938 ．3，　 hCG 感

度以 下 ，uVMA6 、2，　 uHVA 　7．6，　 NSEI　5

【入 院 後経 過 】経過 お よび検査 結果で は確 定診 断

は得 られ ず悪性 の 否定 の ため に も腫瘍全摘 が最適

で ある と判断 し肝左葉切 除術 を施行 し た ．腫瘍重

量 は 1080g で 中肝静脈 へ の 血管浸潤 は み られ な

か っ た．腫瘍 断面 は myxoid な印象で あ っ たが 悪

性細 胞 は な く問葉性 過 誤腫 の 診 断を得 た ．

8 ，2008 年 に 経験 し た肝芽腫 PRETEXT 皿 の 4

　 例 宗崎 良太 ，田尻 達郎，田 中 桜

　　　　　　　　　　 木下 　義晶，田 口　智章

　　　　　（九 州大学大学院医学研究 院小児外科）

　　　　 古賀　 友紀，住江 　愛丁
一
，松崎　彰信
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